
平
成
二
十
一
年
一
月
十
三
日
提
出

質

問

第

一

八

号

上
司
の
言
動
等
が
理
由
で
自
衛
官
が
自
殺
し
た
件
に
係
る
防
衛
省
の
一
連
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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上
司
の
言
動
等
が
理
由
で
自
衛
官
が
自
殺
し
た
件
に
係
る
防
衛
省
の
一
連
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
三
五
五
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

一
九
九
九
年
に
発
生
し
た
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
基
地
の
護
衛
艦
さ
わ
ぎ
り
艦
内
で
当
時
二
十
一
歳
の
三
等
海
曹
が
自
殺

し
た
事
件
（
以
下
、
「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
と
い
う
。
）
を
巡
る
訴
訟
に
関
し
、
政
府
は
次
の
二
点
を
主
張
し
て
い
た
。

�

自
殺
し
た
三
等
海
曹
（
以
下
「
当
該
隊
員
」
と
い
う
。
）
の
上
官
の
言
動
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
言
葉
に

よ
る
職
務
上
の
厳
し
い
指
導
は
行
為
者
の
意
図
や
認
識
を
考
慮
せ
ず
に
直
ち
に
違
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
上

で
、
違
法
と
な
る
よ
う
な
上
官
の
言
動
は
な
か
っ
た
。

�

上
官
の
行
為
と
当
該
隊
員
の
自
殺
と
の
間
の
相
当
因
果
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
当
該
隊
員
の
自
殺
原
因
は
、
三
曹

と
い
う
階
級
と
そ
れ
に
見
合
う
自
己
の
技
能
練
度
と
の
乖
離
に
苦
悩
し
、
焦
り
を
徐
々
に
募
ら
せ
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
上
官
か
ら
受
け
た
行
為
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
う
つ
病
に
り
患
し
、
自
殺
に
至
っ
た
も
の
と

は
い
え
な
い
。

「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
を
巡
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
昨
年
八
月
二
十
五
日
の
福
岡
高
等
裁
判
所
判
決
に
お
い
て
、
同
事

件
に
係
る
防
衛
省
の
責
任
が
認
め
ら
れ
、
福
岡
高
裁
は
防
衛
省
に
対
し
て
、
三
等
海
曹
の
ご
遺
族
へ
の
賠
償
を
命
じ
て
い

一



る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
防
衛
省
は
「
防
衛
省
と
し
て
も
、
平
成
二
十
年
八
月
二
十
五
日
の
福
岡
高
等
裁

判
所
の
判
決
に
お
い
て
、
自
殺
し
た
三
等
海
曹
（
以
下
「
当
該
隊
員
」
と
い
う
。
）
の
上
官
の
言
動
は
国
家
賠
償
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
上
違
法
で
あ
り
、
当
該
言
動
と
当
該
隊
員
の
自
殺
と
の
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と

さ
れ
た
司
法
の
判
断
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
に
お
け
る
福
岡
高
裁

判
決
を
防
衛
省
が
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
三
等
海
曹
の
自
殺
は
上
官
の
言
動
に
違
法
性
が
あ
り
、
三
等
海
曹
の
自
殺

は
三
等
海
曹
自
身
の
焦
り
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
く
、
上
官
の
違
法
な
言
動
か
ら
来
る
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
を

防
衛
省
と
し
て
も
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
防
衛
省
に
お
い
て
は
、
「
司
法
の
判
断
を
受
け
入
れ
た
」
等
と
曖
昧
な
言

い
方
を
す
る
の
で
は
な
く
、
認
め
て
い
る
、
認
め
て
い
な
い
の
明
確
な
言
い
方
で
答
弁
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

二

「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
に
お
い
て
、
福
岡
高
裁
は
上
官
の
言
動
の
違
法
性
を
認
め
、
防
衛
省
と
し
て
も
そ
の
判
決
を
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
当
初
防
衛
省
と
し
て
、
一
で
挙
げ
た
二
点
に
あ
る
様
に
、
三
等
海
曹
の
上
官
の
言
動
に
違
法
性
は
な
い

等
、
「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
に
お
け
る
防
衛
省
の
責
任
を
否
定
し
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
。
ど
の
様
な
根
拠
に
基
づ
き
、
一

で
挙
げ
た
二
点
を
主
張
し
て
い
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
及
び
そ
れ
に
係
る
訴
訟
に
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
防
衛
省
内
で
ど
の
様
な
調
査
（
以
下
、
「
調

二



査
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
た
か
。
「
調
査
」
が
行
わ
れ
た
期
間
、
行
っ
た
部
署
、
対
象
と
な
っ
た
者
の
官
職
氏
名
等
、

「
調
査
」
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

四

今
回
福
岡
高
裁
判
決
で
「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
に
係
る
防
衛
省
の
主
張
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
防
衛
省
は
上

告
せ
ず
に
判
決
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
調
査
」
の
対
象
と
な
っ
た
者
の
う
ち
虚
偽
の
回
答
を
し
た
者
が
い
る

等
、
「
調
査
」
に
何
ら
か
の
間
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
防
衛
省
自
ら
証
明
し
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
政

府
答
弁
書
」
で
も
防
衛
省
は
「
前
途
あ
る
隊
員
を
志
半
ば
で
失
う
こ
と
や
悲
し
い
思
い
を
さ
れ
る
御
家
族
が
生
じ
る
と
い
っ

た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
べ
く
、
今
後
と
も
隊
員
の
自
殺
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
」
と
、
「
三
等
海

曹
自
殺
事
件
」
を
は
じ
め
と
し
た
自
衛
官
自
殺
事
件
の
再
発
防
止
に
取
り
組
む
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
三
等
海
曹
の
ご
遺
族
に
謝
罪
を
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
に
係
る
防
衛
省
の
主
張
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
「
調
査
」
に
係
る
問
題
等
、
「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」
へ
の
防
衛
省
の
一
連
の
対
応
等
を
徹
底

的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
浜
田
靖
一
防
衛
大
臣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

昨
年
十
月
二
十
三
日
、
三
等
海
曹
の
ご
遺
族
が
防
衛
省
に
来
省
さ
れ
た
際
、
人
事
教
育
局
長
が
「
三
等
海
曹
自
殺
事
件
」

に
つ
い
て
謝
罪
を
し
て
い
る
が
、
右
の
人
事
教
育
局
長
に
よ
る
謝
罪
以
外
に
、
浜
田
大
臣
は
じ
め
防
衛
省
内
で
起
こ
っ
た
一

三



切
の
不
祥
事
に
責
任
を
持
つ
防
衛
省
幹
部
に
よ
り
、
改
め
て
三
等
海
曹
の
ご
遺
族
に
謝
罪
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
と
の
質
問

に
対
し
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
も
「
防
衛
省
と
し
て
は
、
遺
族
に
対
し
て
、
御
子
息
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
既
に

お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
右
答
弁
は
、
三
等
海
曹
の
ご
遺
族
に
対
し
て
、
浜
田
大
臣

は
じ
め
防
衛
省
内
で
起
こ
っ
た
一
切
の
不
祥
事
に
責
任
を
持
つ
防
衛
省
幹
部
に
よ
り
、
改
め
て
謝
罪
を
行
う
考
え
が
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
、
な
い
の
、
明
確
な
答
弁
を
再
度
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

四


